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総合計画

行政評価

【庁内作業】
施策評価

総合計画
審議会

評価報告書
公表

⚫ 内部評価資料を基に、総合計画審議会としてご意見をいただくことを持って外部評価とする。

⚫ 総合計画審議会では、 「まちづくりの目標」、「重点施策」、「施策（詳細施策）」、「推進エンジン」毎に一括議
題とし、事前にとりまとめた委員意見一覧を基に委員間討議を行う。討議結果は、報告書に反映させ、２回
目の審議会において、審議会意見としての確認を行う。

⚫ 総合計画審議会による評価を含めた評価結果全体については、各所管における施策に反映することで活
用を図るとともに、評価報告書として公表する。

【事務局の考え】

1

資料２総合計画審議会による評価と活用について

【事業所管】
次年度予算編成も含めた施策推進へ反映

施策・推進エンジン
の内部評価

総合計画審議会
意見

【事務局作業】

内部評価とりまとめ
（６月中旬～下旬）

【総合計画審議会】

第１回（8月第１週）
・④資料を基に委員間討議

第２回（８月第４週）
・委員意見反映済み報告書

重点施策の
内部評価

総合計画審議会
意見

まちづくりの
目標の内部評価

総合計画審議会
意見

【事務局⇔委員】

① 評価資料委員送付（７月第１週）
② 質問受付（７月第２週）
③ 意見〆切（7月第４週）
④ 意見一覧委員送付（７月末）



実績値
（R4年度）

総括評価
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―
（データなし）
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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第２回資料2：総合計画審議会による評価と活用について

総合計画審議会意見

⚫ 「小田原に住み続けたいと思う人の割合」の実績については、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

⚫ 「観光客消費額」の目標値については、 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

⚫ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

⚫ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

⚫ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

（評価報告書のイメージ）

[１]



（評価報告書のイメージ）

重点施策 [7] 施策（詳細施策）[25]・推進エンジン[3]

第２回資料2：総合計画審議会による評価と活用について

※目標値達成状況に、定性的評価を加えた
内部評価及び今後に向けた課題等を記述

※目標値達成に寄与し
た取組及び線表で表現
した主な取組を中心に
前年度の実績内容を記
述
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施策 1

取組方針

詳細施策 1

取組方針

目標値名称

基準値
（基準年）

5件
（R2年度）

取組内容

総合評価

詳細施策 4

取組方針

総合計画審議会
意見

目標値達成率

46.7%　※

多様性が尊重される社会の実現 所管部課
人権・男女共同参画
課

～

制度的な枠組みを越え、地域、行政、事業者、ボランティアなどが連携し、地域全体で支え合
う地域共生社会づくりを進めるとともに、安定した暮らしと健康を支える社会保障制度の適
正な運用を図ります。また、すべての人が性別や国籍、文化、生活様式などの違いを越えて、
相互に理解し、尊重し合う社会の実現を図ります。

所管部課
福祉健康部
福祉政策課

福祉健康部
福祉政策課

地域福祉・多様性の尊重

重層的支援体制の構築 所管部課

　●　「重層的支援体制の構築」については、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
　●　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
　●　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
　●　「多様性が尊重される社会の実現」の実績値については、○○○○○○○○○○○。

多機関連携による支援件数

B

12件 ※

R5年度
実績

高齢、障がい、子ども、生活困窮といった各分野の取組を相互活用し、地域住民の複雑・複合
化した支援ニーズに対応する、属性や世代を問わない重層的な相談支援体制を整えるととも
に、社会とのつながりを回復するための参加支援や地域づくりに向けた支援を一体的に進め
ます。また、地域共生社会の実現に向け、地域福祉計画に基づいた取組を推進します。

目標値
（R6年度）

20件

R4年度
実績

（記載省略　以下、目標値や総合評価等についても同じ）

R6年度
実績
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重点施策 1 医療・福祉 取組 1

取組方針

2030年の目標

目標値

（R12年度）

実績値

（R4年度）
備考

90%
ー

（データなし）

R○年度にデー

タ把握見込

具体のアクション ①

主な所管
推進体制

取組内容

重点施策 1 医療・福祉 取組 3

2030年の目標

目標値

具体のアクション ③

主な所管
推進体制

取組内容

総合計画審議会
意見

安心の地域医療体制

地域の医療機関、福祉・介護施設、行政等の連携強化や小田原市立病院新病院の建設による機能強化に

より、いつでも安心して医療が利用でき、一次、二次、三次救急の役割分担によるスムーズな救急医療や

高度な医療体制を構築します。　また、県西地域の基幹病院である市立病院では、経営改革プランの下、

健全経営を行い、安定的に良質な医療を提供していきます。

二次救急医療の圏域内自己完結率　90％以上

目標値
二次救急医療の圏域内自己完結率　90％

以上

基準値

（基準年）

86.9%

(H28年度）

地区活動の充実については、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　●　「安心の地域医療体制」の目標値については、〇〇〇〇〇〇〇〇○○〇〇〇〇〇〇〇〇。
　●　「地域医療連携の推進」については、○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
　●　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
　●　「地区活動の充実」については、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇○○〇〇〇〇〇〇〇〇。

地区活動の充実

○福祉健康部（健康づくり課）
○文化部（スポーツ課）

健康寿命の延伸

地域医療連携の推進

（記載省略）

○福祉健康部（健康づくり課、高齢介護課）
○病院管理局（経営管理課、医事課、病院再整備課）

地域医療連携の推進については、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

～


